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室伏杓子 .浅野俊夫 .松沢哲郎 .板缶昭二の
チンパンジー(アイ･アキラ)に,ドットのラ
ンダム･バタンを見てその数をアラビア数字また
はタッピングで同定することを学習させたのち,
序数の訓練を始めた｡
8)チンパンジーの心的回転 (mentalrota･
tion)に関する宍験｡
ベ)け デット･ブレザー JV4)･蛋伏杓子
浅野俊夫
チンパンジー(クロエ)に,鏡映図形の問の弁
別を見本合せ法を用いて訓練し,図形を回転させ
てもなお正立図形として同定できることを示した
が,その反応時間の変化は,図形によって整-で
ない｡
4)チンパンジーにおける刺激等価性の位相に
関する実験的分析の
践野俊夫
ヒトの言語習和過程において.もともと穴なっ
た刺激が機能的に等価な性質を控付する過程がⅢ
変であることが明らかにされて来ているので,そ
の過程をチンパンジーで吟味する｡
5)ニホンザルの袋田場面におけるオペラント
行動の世相と伝播.6)
浅野俊夫
放飼切の若桜群を対象にして,パネルを押すと
食物が入手できるという新しい行動を集団場面で
の条件づけによって形成し,伝播する様子を取残
した｡
6)オペラント強化の性質に関する実験的研究7)
浅野俊夫
ニホンザルの摂食行動において,摂食スケジュ
ールがオペラント行動の強化子の強化力にどのよ
うに関与するかを,エコロジーと環境適応におけ
る行動の配分 (行動経済)の観点から分析した｡
7)チンパンジーによる校合図形の ｢川成｣
1)昭和60年6月より62年4月まで.文部省在列
研究員として,米国ペンシルバニア大学へ出張｡
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2)本吉良治(神戸学院大 ･教荘 )｡山田恒夫
(阪大人科)との共同研死｡
8)大学院生｡
4)招へい外国人研究員｡
5)山本好一(段大 ･大学院生)との共同研究｡
6)欄口範治(愛知大)との共同研究｡
7)アラン･シルバーバーグ(アメリカン大学 )
との共同研究｡
